
(57)【要約】

【課題】　ライトバルブ専用の冷却用ファンを用いずに

ライトバルブを冷却するプロジェクタを提供する。

【解決手段】　画像データに基いて光源からの光を映像

に変調するライトバルブ３１を備えるライトバルブユニ

ット３０と、ライトバルブ３１により変調された映像を

拡大投写する投写レンズ５１と、投写レンズ５１を保持

するレンズホルダ５２とを備える投写レンズユニット５

０と、ライトバルブユニット３０と投写レンズユニット

５０とを所定の位置関係を保持した状態に固定するライ

トバルブキャップ４０とを有し、レンズホルダ５２には

、放熱部としてのフィン５３を形成する。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 像 デ ー タ に 基 い て 光 源 か ら の 光 を 映 像 に 変 調 す る ラ イ ト バ ル ブ を 備 え る ラ イ ト バ ル ブ
ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 ラ イ ト バ ル ブ に よ り 変 調 さ れ た 映 像 を 拡 大 投 写 す る 投 写 レ ン ズ と 、 当 該 投 写 レ ン ズ
を 保 持 す る レ ン ズ ホ ル ダ と を 備 え る 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト と 、
　 前 記 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト と 前 記 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト と を 所 定 の 位 置 関 係 を 保 持 し た 状
態 に 固 定 す る ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と を 有 し 、
　 前 記 レ ン ズ ホ ル ダ に は 、 放 熱 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る プ ロ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の プ ロ ジ ェ ク タ で あ っ て 、
　 前 記 レ ン ズ ホ ル ダ と 前 記 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と は 、 金 属 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る プ ロ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の プ ロ ジ ェ ク タ で あ っ て 、
　 前 記 レ ン ズ ホ ル ダ と 前 記 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と の 接 続 部 に 伝 熱 材 料 を 介 在 さ せ て 前 記
ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト と 前 記 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト と を 所 定 の 位 置 関 係 を 保 持 し た 状 態 に 固
定 す る こ と を 特 徴 と す る プ ロ ジ ェ ク タ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の プ ロ ジ ェ ク タ で あ っ て 、
　 前 記 伝 熱 材 料 が 液 状 の 材 料 で あ る 場 合 、 前 記 接 続 部 で 余 分 と な っ た 前 記 伝 熱 材 料 を 溜 め
る 凹 部 を 前 記 レ ン ズ ホ ル ダ と 前 記 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と の 少 な く と も 一 方 の 部 材 の 外 周
面 に 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る プ ロ ジ ェ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 プ ロ ジ ェ ク タ に お い て 、 画 像 デ ー タ に 基 い て 光 源 か ら の 光 を 映 像 に 変 調 す る
ラ イ ト バ ル ブ の 冷 却 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の プ ロ ジ ェ ク タ は 、 ラ イ ト バ ル ブ を 冷 却 す る 方 法 と し て 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る
よ う に 、 ３ つ の 液 晶 ラ イ ト バ ル ブ を プ リ ズ ム の ３ つ の 入 射 面 に そ れ ぞ れ 隣 接 し て 配 置 し て
い る 。 ま た 、 各 液 晶 ラ イ ト バ ル ブ の 入 射 側 偏 光 板 を 液 晶 パ ネ ル か ら 間 隙 を 有 し て 配 置 し て
い る 。 そ し て 、 プ リ ズ ム 及 び ３ つ の 液 晶 ラ イ ト バ ル ブ の 直 下 に 、 冷 却 用 フ ァ ン を 配 置 し て
い る 。 こ こ で 、 冷 却 用 フ ァ ン を 駆 動 し て 、 各 液 晶 ラ イ ト バ ル ブ 及 び 各 入 射 側 偏 光 板 に 送 風
す る こ と に よ り 、 各 液 晶 ラ イ ト バ ル ブ （ 各 液 晶 パ ネ ル 及 び 各 入 射 側 偏 光 板 ） で 発 生 す る 熱
を 放 熱 さ せ て 冷 却 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ４ ８ ５ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ る 構 成 を 採 用 す る 場 合 、 ラ イ ト バ ル ブ 専 用 の 冷 却
用 フ ァ ン を 配 置 す る 必 要 が 有 り 、 プ ロ ジ ェ ク タ の 小 型 化 が 実 現 で き な い と い う 課 題 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ラ イ ト バ ル ブ 専 用 の 冷 却 用 フ ァ ン を
用 い ず に ラ イ ト バ ル ブ を 冷 却 す る プ ロ ジ ェ ク タ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 プ ロ ジ ェ ク タ で あ っ て 、 画 像 デ ー タ に 基 い
て 光 源 か ら の 光 を 映 像 に 変 調 す る ラ イ ト バ ル ブ を 備 え る ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト と 、 ラ イ ト
バ ル ブ に よ り 変 調 さ れ た 映 像 を 拡 大 投 写 す る 投 写 レ ン ズ と 、 投 写 レ ン ズ を 保 持 す る レ ン ズ
ホ ル ダ と を 備 え る 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト と 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト と 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト と
を 所 定 の 位 置 関 係 を 保 持 し た 状 態 に 固 定 す る ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と を 有 し 、 レ ン ズ ホ ル
ダ に は 、 放 熱 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な プ ロ ジ ェ ク タ に よ れ ば 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト と 、 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト と 、
ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と を 有 す る こ と で 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト が 備 え る ラ イ ト バ ル ブ で
発 生 し た 熱 を ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ に よ り 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト に 伝 熱 す る 。 そ し て 、 投 写
レ ン ズ ユ ニ ッ ト が 備 え る 放 熱 部 を 形 成 し た レ ン ズ ホ ル ダ に よ っ て 熱 が 効 率 的 に 放 熱 さ れ る
。 よ っ て 、 ラ イ ト バ ル ブ 専 用 の 冷 却 用 フ ァ ン を 用 い る 従 来 に 対 し て 、 ラ イ ト バ ル ブ 専 用 の
冷 却 用 フ ァ ン を 用 い ず に ラ イ ト バ ル ブ の 発 生 す る 熱 を 放 熱 さ せ ラ イ ト バ ル ブ を 冷 却 す る こ
と が 可 能 と な る 。 そ れ に よ り 、 プ ロ ジ ェ ク タ の 小 型 化 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 プ ロ ジ ェ ク タ に お い て は 、 レ ン ズ ホ ル ダ と ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と は 、 金 属 で 形 成
さ れ る こ と が 好 ま し い 。
  こ の よ う な プ ロ ジ ェ ク タ に よ れ ば 、 レ ン ズ ホ ル ダ と ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と は 、 金 属 で
形 成 さ れ る た め 、 ラ イ ト バ ル ブ で 発 生 し た 熱 が 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ 及 び レ ン ズ ホ ル ダ
に 伝 熱 し 易 く な り 、 放 熱 効 率 が 更 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 プ ロ ジ ェ ク タ に お い て は 、 レ ン ズ ホ ル ダ と ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と の 接 続 部 に 伝 熱
材 料 を 介 在 さ せ て ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト と 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト と を 所 定 の 位 置 関 係 を 保 持
し た 状 態 に 固 定 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う な プ ロ ジ ェ ク タ に よ れ ば 、 レ ン ズ ホ ル ダ と ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と の 接 続 部 に
伝 熱 材 料 を 介 在 さ せ て 所 定 の 位 置 関 係 を 保 持 し た 状 態 に 固 定 す る こ と に よ り 、 レ ン ズ ホ ル
ダ と ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と の 接 続 面 の わ ず か な 隙 間 に よ る 伝 熱 損 失 を 低 減 す る こ と が で
き る 。 よ っ て 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ か ら レ ン ズ ホ ル ダ へ の 伝 熱 効 率 が 更 に 向 上 し 、 ラ イ
ト バ ル ブ の 冷 却 効 率 が 更 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 プ ロ ジ ェ ク タ に お い て は 、 伝 熱 材 料 が 液 状 の 材 料 で あ る 場 合 、 接 続 部 で 余 分 と な っ
た 伝 熱 材 料 を 溜 め る 凹 部 を レ ン ズ ホ ル ダ と ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と の 少 な く と も 一 方 の 部
材 の 外 周 面 に 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う な プ ロ ジ ェ ク タ に よ れ ば 、 レ ン ズ ホ ル ダ と ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と の 接 続 部 に
介 在 さ せ る 伝 熱 材 料 が 液 状 の 材 料 で あ る 場 合 に は 、 接 続 部 で 余 分 と な っ た 伝 熱 材 料 を 、 少
な く と も 一 方 の 部 材 の 外 周 面 に 有 す る 凹 部 に 溜 め る こ と が で き る 。 よ っ て 、 伝 熱 材 料 が 、
レ ン ズ ホ ル ダ ま た は ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ の 外 周 面 に 漏 れ る こ と で 、 プ ロ ジ ェ ク タ の 組 立
て 時 な ど に お い て 、 漏 れ た 伝 熱 材 料 が 回 路 基 板 な ど に 付 着 す る こ と に よ り 発 生 す る 回 路 基
板 の 動 作 不 良 を 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
  （ 第 １ 実 施 形 態 ）
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る プ ロ ジ ェ ク タ の 概 略 斜 視 図 で あ る 。 図 １ を 用 い て
、 外 観 的 な 構 成 を 説 明 す る 。
  プ ロ ジ ェ ク タ １ の 外 観 面 で あ る 全 ６ 面 に 対 し て 、 構 成 説 明 の た め 、 上 面 部 １ ａ 、 前 面 部
１ ｂ 、 左 側 面 部 １ ｃ 、 右 側 面 部 １ ｄ 、 背 面 部 １ ｅ 、 底 面 部 １ ｆ と し て 示 す 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 面 部 １ ａ に は 、 キ ー ス イ ッ チ を 備 え た 操 作 部 ２ や 、 ス ピ ー カ 用 の 報 音 穴 ３ や 、 後 述 す
る プ ロ ジ ェ ク タ 本 体 １ ｇ 内 の 光 源 で あ る ラ ン プ １ ０ の 異 常 な ど 知 ら せ る Ｌ Ｅ Ｄ （ Light Em
itting Diode） 表 示 部 ４ な ど が 設 け ら れ て い る 。 前 面 部 １ ｂ に は 、 映 像 を 拡 大 投 写 す る 投
写 レ ン ズ ５ １ や 、 プ ロ ジ ェ ク タ １ の 本 体 １ ｇ 内 の 熱 を 排 気 す る 排 気 口 ５ や リ モ コ ン 装 置 （
図 示 省 略 ） か ら の 信 号 を 受 信 す る リ モ コ ン 受 光 部 ６ な ど が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 左 側 面 部 １ ｃ に は 、 ラ ン プ １ ０ を 冷 却 す る た め に 外 気 を 取 り 込 む た め の 吸 気 口 ７ な ど が
設 け ら れ て い る 。 背 面 部 １ ｅ に は 、 外 部 か ら の 入 力 信 号 を 取 り 込 む た め の 接 続 用 の イ ン タ
ー フ ェ ー ス で あ る 映 像 入 力 端 子 （ 図 示 せ ず ） や リ モ コ ン 受 光 部 （ 図 示 せ ず ） な ど が 設 け ら
れ て い る 。 底 面 部 １ ｆ に は 、 プ ロ ジ ェ ク タ １ を 固 定 す る 、 高 さ 調 整 可 能 な 足 ８ な ど が 設 け
ら れ て い る 。 右 側 面 部 １ ｄ に は 、 何 も 設 け て は い な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る プ ロ ジ ェ ク タ の 光 学 投 写 ユ ニ ッ ト の 概 略 構 成 図 及 び ラ
イ ト バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト の 断 面 図 で あ る 。
  図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の プ ロ ジ ェ ク タ １ は 、 １ 枚 の 透 過 型 カ ラ ー 液 晶 パ ネ ル で
あ る ラ イ ト バ ル ブ ３ １ を 用 い た 単 板 方 式 を 採 用 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 光 学 投 写 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 構 成 及 び 動 作 を 説 明 す る 。
  光 学 投 写 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ は 、 基 本 構 成 と し て 、 光 源 と な る ラ ン プ １ ０ と 、 ラ ン プ １ ０ の
光 を 伸 張 す る 伸 張 レ ン ズ ２ ０ と 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ と 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ か ら の 透 過 光 を
拡 大 投 写 す る 投 写 レ ン ズ ５ １ と か ら 構 成 さ れ る 。 ま た 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ と 投 写 レ ン ズ ５
１ と を ユ ニ ッ ト 化 し た も の が 後 述 す る ラ イ ト バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト ６ ０ と な る 。 な お 、 プ ロ
ジ ェ ク タ １ は 、 光 学 投 写 ユ ニ ッ ト １ ０ ０ の 他 に ラ ン プ １ ０ を 駆 動 す る 電 源 部 、 ラ イ ト バ ル
ブ ３ １ を 駆 動 す る 回 路 部 及 び プ ロ ジ ェ ク タ １ 全 体 を 統 括 制 御 す る 制 御 部 な ど も 構 成 し て い
る が 、 図 示 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ラ ン プ １ ０ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ （ Light Emitting Diode） 光 源 １ １ を 発 光 源 と し て 用 い て お り 、
更 に コ リ メ ー タ レ ン ズ １ ２ を 形 成 し て い る 。 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 １ １ は 、 白 色 光 （ す べ て の 色 の 光
を 含 む ） を 発 光 さ せ 、 コ リ メ ー タ レ ン ズ １ ２ に よ り 、 発 光 し た 白 色 光 を 平 行 光 に 変 換 し 出
射 す る 。 伸 張 レ ン ズ ２ ０ は 、 ラ ン プ １ ０ か ら の 出 射 光 を 伸 張 し て ラ イ ト バ ル ブ ３ １ の サ イ
ズ に 合 せ て 出 射 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 ラ ン プ １ ０ は 、 ラ ン プ １ ０ や 、 伸 張 レ ン ズ ２ ０ 及 び ラ イ ト バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト ６
０ を 所 定 の 位 置 に 固 定 す る ホ ル ダ ー １ ０ １ に よ り 固 定 さ れ 、 ホ ル ダ ー １ ０ １ に は 、 ラ ン プ
１ ０ で 発 生 す る 熱 を 伝 熱 し て 放 熱 す る フ ィ ン １ ０ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 ラ ン プ １ ０ で 発 生
す る 熱 に 対 し て 、 ラ ン プ 冷 却 用 フ ァ ン １ ０ ３ が プ ロ ジ ェ ク タ 本 体 １ ｇ 内 部 に 備 え ら れ て お
り 、 ラ ン プ 冷 却 用 フ ァ ン を 駆 動 す る こ と で 吸 気 口 ７ か ら 外 気 を 流 入 さ せ 、 フ ィ ン １ ０ ２ に
送 風 し て ラ ン プ １ ０ を 冷 却 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ラ ン プ １ ０ を 冷 却 す る こ と で 熱 を 持 っ た 排 気 は 、 プ ロ ジ ェ ク タ 本 体 １ ｇ 内 部 の 熱 （ 後 述
す る ラ イ ト バ ル ブ ３ １ の 発 生 す る 熱 を レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ の フ ィ ン ５ ３ が 放 熱 す る 熱 や 回 路
部 で 発 生 す る 熱 な ど ） も 含 め て 排 気 口 ５ か ら プ ロ ジ ェ ク タ １ の 外 部 に 排 気 さ せ る 。 但 し 、
ラ ン プ 冷 却 用 フ ァ ン １ ０ ３ は 、 吸 気 口 ７ か ら 流 入 さ せ た 外 気 の 一 部 を ラ ン プ １ ０ の 冷 却 に
使 用 し 、 一 部 は 、 プ ロ ジ ェ ク タ 本 体 １ ｇ 内 部 の 冷 却 に 使 用 し て い る 。 ラ ン プ １ ０ を 冷 却 し
た 熱 を 持 つ 排 気 は 、 プ ロ ジ ェ ク タ 本 体 １ ｇ 内 部 の 熱 と は 分 け て ダ ク ト （ 図 示 省 略 ） を 用 い
て 排 気 口 ５ か ら 排 気 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 ホ ル ダ ー １ ０ １ 及 び フ ィ ン １ ０ ２ は 熱 伝 導 率 の 高 い ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で 形 成 さ れ
て い る 。 そ し て 、 ホ ル ダ ー １ ０ １ が ラ イ ト バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト ６ ０ を 固 定 す る 固 定 部 １ ０
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４ は 、 ラ イ ト バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト ６ ０ を 固 定 す る た め の プ ラ ス チ ッ ク 部 材 （ 図 示 省 略 ） な
ど を 備 え て お り 、 ラ ン プ １ ０ か ら の 熱 が ラ イ ト バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト ６ ０ に 伝 熱 し に く い 構
造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ は 、 透 過 型 カ ラ ー 液 晶 パ ネ ル で あ り 、 画 像 デ ー タ に 基 い て 光 源 か ら の
光 を 映 像 に 変 調 し て 、 投 写 レ ン ズ ５ １ に よ り 拡 大 投 写 さ れ る 。 投 写 レ ン ズ ５ １ は 、 数 種 類
の レ ン ズ か ら 構 成 さ れ て お り 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ に よ り 変 調 さ れ た 映 像 を 拡 大 し て 、 プ ロ
ジ ェ ク タ １ の 外 部 に 設 置 し た ス ク リ ー ン （ 図 示 省 略 ） な ど に 投 写 さ せ る こ と で 、 プ ロ ジ ェ
ク タ １ は 、 映 像 を ス ク リ ー ン に 拡 大 投 写 す る 。 な お 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ は 、 透 過 型 液 晶 パ
ネ ル に 限 定 さ れ る こ と な く 、 反 射 型 液 晶 パ ネ ル や デ ジ タ ル マ イ ク ロ ミ ラ ー デ バ イ ス 等 を 用
い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ は 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ （ ａ ） は 、 平 面 図 で あ り 、 図 ３ （
ｂ ） は 、 図 ３ （ ａ ） の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。 図 ３ を 用 い て 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト ３ ０ の
構 成 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト ３ ０ は 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ と 、 ラ イ ト バ ル ブ
枠 ３ ３ と 、 ラ イ ト バ ル ブ カ バ ー ３ ６ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ は 、 ラ イ ト バ ル ブ コ ネ ク タ ３ ２ と 、 液 晶 パ
ネ ル ３ １ ａ と 、 入 射 偏 光 板 ３ １ ｂ 及 び 出 射 偏 光 板 ３ １ ｃ と で 構 成 さ れ て い る 。 ラ イ ト バ ル
ブ コ ネ ク タ ３ ２ は 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ を 駆 動 す る 回 路 部 と 接 続 さ れ て 回 路 部 か ら の 駆 動 信
号 を 液 晶 パ ネ ル ３ １ ａ に 伝 え る 。 液 晶 パ ネ ル ３ １ ａ は 、 ラ イ ト バ ル ブ コ ネ ク タ ３ ２ か ら の
駆 動 信 号 に 基 づ い て カ ラ ー 表 示 を 行 わ せ る 。 入 射 偏 光 板 ３ １ ｂ 及 び 出 射 偏 光 板 ３ １ ｃ は 、
液 晶 パ ネ ル ３ １ ａ の 入 射 側 及 び 出 射 側 に 備 え ら れ て 光 の 振 動 成 分 を 一 方 向 に 規 制 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ は 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ を ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ 内 に 収 容 す る 部 材 で あ
り 、 ま た 、 ラ ン プ １ ０ の 出 射 光 に よ る 輻 射 熱 に よ り ラ イ ト バ ル ブ ３ １ （ 液 晶 パ ネ ル ３ １ ａ
、 入 射 偏 光 板 ３ １ ｂ 及 び 出 射 偏 光 板 ３ １ ｃ ） で 発 生 す る 熱 を 後 述 す る ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ
プ ４ ０ に 伝 熱 す る 働 き も 行 う 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ は 、 概 略 円 筒 形 状 を 成 し 、 熱 伝 導 率 の 高
い マ グ ネ シ ウ ム 合 金 で 形 成 さ れ 、 伸 張 レ ン ズ ２ ０ か ら の 出 射 光 を ラ イ ト バ ル ブ ３ １ に 入 射
さ せ る た め ラ イ ト バ ル ブ ３ １ の 形 状 に 合 わ せ た 方 型 の 入 射 用 孔 ３ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
ま た 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ を 収 容 す る た め の ラ イ ト バ ル ブ 案 内 溝 ３ ３ ｂ が 、 ラ イ ト バ ル ブ ３
１ の 外 形 形 状 に 合 わ せ た 形 状 で 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ の 出 射 方 向 か ら 形 成 さ れ て い る 。 そ し
て 、 後 述 す る ラ イ ト バ ル ブ カ バ ー ３ ６ を 引 掛 け て 固 定 す る た め に 、 ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ の
外 周 面 の 入 射 光 側 縁 部 に ９ ０ 度 毎 に ４ 箇 所 の 切 欠 部 ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ ， ３ ４ ｃ ， ３ ４ ｄ が 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ラ イ ト バ ル ブ カ バ ー ３ ６ は 、 ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ に 形 成 し た ラ イ ト バ ル ブ 案 内 溝 ３ ３ ｂ
に ラ イ ト バ ル ブ ３ １ を 挿 入 し 収 容 し た 状 態 で 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ の 出 射 側 か ら ラ イ ト バ ル
ブ 枠 ３ ３ に 引 掛 け て ラ イ ト バ ル ブ ３ １ を 挟 み 込 み 固 定 す る 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ラ イ ト バ ル ブ カ バ ー ３ ６ は 、 ス テ ン レ ス の 薄 板 で 形 成 さ れ 、
表 面 に は ラ イ ト バ ル ブ ３ １ か ら の 出 射 光 を 乱 反 射 さ せ な い た め に 黒 色 の メ ッ キ 処 理 が 施 さ
れ て い る 。 そ し て 、 ラ イ ト バ ル ブ カ バ ー ３ ６ は 、 概 略 円 板 状 を 成 し 図 中 の 上 下 左 右 の ４ 方
向 に 薄 板 を ア ー ム 状 に 略 垂 直 に 折 り 曲 げ た フ ッ ク ３ ７ ａ ， ３ ７ ｂ ， ３ ７ ｃ ， ３ ７ ｄ を 形 成
し て い る 。 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 フ ッ ク ３ ７ ａ ～ ３ ７ ｄ の 先 端 に は ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３
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３ の 切 欠 部 ３ ４ ａ ～ ３ ４ ｄ に そ れ ぞ れ 引 掛 け る た め 、 レ の 字 状 に 屈 曲 さ れ た 引 掛 け 部 ３ ８
ａ ， ３ ８ ｂ ， ３ ８ ｃ ， ３ ８ ｄ が そ れ ぞ れ 内 側 を 向 く よ う に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 概 略
円 板 状 の 面 に は ラ イ ト バ ル ブ ３ １ か ら の 出 射 光 を 通 す 方 型 の 出 射 用 孔 ３ ６ ａ が 形 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト ３ ０ の 組 立 て 方 法 は 、 ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ の ラ イ ト バ ル ブ 案 内 溝
３ ３ ｂ に ラ イ ト バ ル ブ ３ １ を 挿 入 し て 収 容 す る 。 そ の 状 態 で 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ の 出 射 側
か ら ラ イ ト バ ル ブ ３ １ を 軽 く 押 圧 し な が ら 、 ラ イ ト バ ル ブ カ バ ー ３ ６ に 形 成 し た フ ッ ク ３
７ ａ の 引 掛 け 部 ３ ８ ａ を ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ に 形 成 し た 切 欠 部 ３ ４ ａ に 引 掛 け る 。 他 の フ
ッ ク ３ ７ ｂ ， ３ ７ ｃ ， ３ ７ ｄ の 引 掛 け 部 ３ ８ ｂ ， ３ ８ ｃ ， ３ ８ ｄ も 、 切 欠 部 ３ ４ ｂ ， ３ ４
ｃ ， ３ ４ ｄ に そ れ ぞ れ 引 掛 け る こ と に よ り 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ を ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ と に
よ り 挟 み 込 む こ と で 固 定 す る 。 こ の よ う に し て ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト ３ ０ が 組 み 立 て ら れ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 、 図 ２ を 用 い て 、 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト ５ ０ 及 び ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の 構 成 に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト ５ ０ は 、 投 写 レ ン ズ ５ １ と レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ と で 構 成 さ れ る 。 投 写
レ ン ズ ５ １ は 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ か ら の 出 射 光 を 拡 大 す る 各 種 レ ン ズ で 構 成 さ れ て い る 。
レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ は 、 投 写 レ ン ズ ５ １ を 保 持 固 定 す る 。 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ は 、 円 筒 形 状 を
成 し 、 熱 伝 導 率 の 高 い 金 属 で あ る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で 形 成 さ れ 、 表 面 は 、 光 の 乱 反 射 を 起
さ せ な い た め に 黒 色 の メ ッ キ 処 理 が 施 さ れ て い る 。 そ し て 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ は 、 外 周 面
に 放 熱 部 と し て の フ ィ ン ５ ３ を 円 板 形 状 に 幾 重 に も 突 出 さ せ て 形 成 し て い る 。 ま た 、 内 面
側 に は 投 写 レ ン ズ ５ １ を 保 持 固 定 す る 保 持 溝 ５ ８ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ は 、 入 射 側 の 縁 部 の 外 周 面 に 、 後 述 す る ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ
４ ０ と ネ ジ 締 め を 行 う た め に 、 ね じ 切 り 加 工 が 施 さ れ 、 雄 ね じ と な る ネ ジ 部 ５ ４ が 形 成 さ
れ て い る 。 ま た 、 入 射 側 の 縁 部 の 内 面 側 に は 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト ３ ０ を 収 容 す る た め
の 収 容 部 ５ ５ が 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト ３ ０ の 外 形 形 状 及 び 収 容 す る 所 定 の 深 さ で 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 収 容 部 ５ ５ は 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ か ら の 出 射 光 を 妨 げ な い た め の 円 形 状 の 孔 ５ ６
が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ は 、 ネ ジ 部 ５ ４ を 除 い た 縁 部 と な る 外 周 面
に 、 周 り の 外 周 面 ５ ２ ａ に 対 し て 低 く な る 凹 部 ５ ７ を 形 成 し て い る 。 凹 部 ５ ７ は 、 後 述 す
る 伝 熱 材 料 ７ ０ が 液 状 の 材 料 で あ る 場 合 、 接 続 部 で あ る ネ ジ 部 ５ ４ で 余 分 と な っ た 伝 熱 材
料 ７ ０ を 溜 め る 働 き を 行 な う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ は 、 円 筒 形 状 を 成 し 、 熱 伝 導 率 の 高 い ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で 形
成 さ れ 、 表 面 は 、 光 の 乱 反 射 を 起 さ せ な い た め に 黒 色 の メ ッ キ 処 理 が 施 さ れ て い る 。 ラ イ
ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ は 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ の 入 射 光 側 に は 平 面 が 形 成 さ れ て お り 、 伸 張
レ ン ズ ２ ０ か ら の 出 射 光 が ラ イ ト バ ル ブ ３ １ に 到 達 す る 光 を 遮 ら ず 、 か つ ラ イ ト バ ル ブ 枠
３ ３ の 上 面 ３ ３ ｃ に 当 接 す る 面 ４ ０ ｂ を 確 保 し て 、 円 形 状 の 孔 ４ １ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 円 筒 形 状 を 成 す ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の 内 面 側 に は 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に 形
成 し た ネ ジ 部 ５ ４ と ネ ジ 締 め を 行 う た め に 、 ね じ 切 り 加 工 が 施 さ れ 、 雌 ね じ と な る ネ ジ 部
４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 出 射 光 側 の 外 周 面 の 縁 部 に は 、 周 り の 外 周 面 ４ ０ ａ に 対 し
て 低 く な る 凹 部 ４ ３ を 形 成 し て い る 。 凹 部 ４ ３ は 、 後 述 す る 伝 熱 材 料 ７ ０ が 液 状 の 材 料 で
あ る 場 合 、 接 続 部 で あ る ネ ジ 部 ４ ２ で 余 分 と な っ た 伝 熱 材 料 ７ ０ を 溜 め る 働 き を 行 な う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ラ イ ト バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト ６ ０ は 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト ３ ０ と 、 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト
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５ ０ と 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ と で 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト
３ ０ を 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト ５ ０ の 収 容 部 ５ ５ に 挿 入 し て 収 容 し 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４
０ の ネ ジ 部 ４ ２ と 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ の ネ ジ 部 ５ ４ と に よ り ネ ジ 閉 め を 行 う こ と で ラ イ ト
バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト ６ ０ が 組 立 て ら れ る 。 そ の 場 合 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト ３ ０ の ラ イ ト
バ ル ブ 枠 ３ ３ の 上 面 ３ ３ ｃ に ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の 面 ４ ０ ｂ が 当 接 す る ま で ネ ジ 締
め す る こ と に よ り 、 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト ５ ０ に 対 し て ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト ３ ０ を 適 正 な
位 置 関 係 を 保 持 さ せ た 状 態 で 挟 み 込 み 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ラ イ ト バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト ６ ０ に お い て 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ が 発 生 す る 熱 の 伝 熱 か ら 放
熱 ま で の 経 路 を 説 明 す る 。 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ が 入 射 光 の 輻 射 熱 に よ り 発 生 す る 熱 は 、 ラ イ
ト バ ル ブ ３ １ を 収 容 す る ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ の ラ イ ト バ ル ブ 案 内 溝 ３ ３ ｂ に 伝 熱 さ れ る こ
と で 、 ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ に 伝 熱 さ れ る 。 ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ に 伝 熱 さ れ た 熱 は 、 ラ イ ト
バ ル ブ 枠 ３ ３ の 上 面 ３ ３ ｃ か ら 、 上 面 ３ ３ ｃ に 当 接 す る ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の 面 ４
０ ｂ に 伝 熱 す る こ と で 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ に 伝 熱 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ に 伝 熱 し た 熱 は 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の ネ ジ 部 ４ ２ か
ら レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ の ネ ジ 部 ５ ４ に 伝 熱 さ れ る こ と で レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に 伝 熱 す る 。 レ ン
ズ ホ ル ダ ５ ２ に 伝 熱 し た 熱 は 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に 形 成 し た フ ィ ン ５ ３ に 伝 熱 し 、 フ ィ ン
５ ３ か ら 外 気 に 放 熱 さ れ る 。 こ の よ う な 伝 熱 経 路 の サ イ ク ル が 繰 返 さ れ る こ と に よ り 、 ラ
イ ト バ ル ブ ３ １ が 発 生 す る 熱 は 伝 熱 さ れ 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ が 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ は 、 図 ２ に 示 す Ｂ 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。 図 ４ を 用 い て 、 伝 熱 材 料 ７ ０ に つ い て 説
明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 伝 熱 材 料 ７ ０ と し て 熱 伝 導 率 の 高 い （ ５ ． ０ Ｗ /（ ｍ ・ Ｋ ） 以 上 ） 液
状 の シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ を 用 い て 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ の ネ ジ 部 ５ ４ に 塗 布 し て い る 。 そ
し て 、 シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ を 塗 布 し た ネ ジ 部 ５ ４ に ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の ネ ジ 部
４ ２ を 噛 み 合 わ せ て い る 。 ネ ジ 部 ５ ４ と ネ ジ 部 ４ ２ と の 噛 み 合 い に よ り 生 じ る 断 熱 の 原 因
と な る わ ず か な 隙 間 （ 空 気 層 ） に シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ を 充 填 す る こ と に よ り 、 伝 熱 損 失
を 低 減 し て 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ か ら レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に 伝 熱 す る 伝 熱 効 率 を 高 め
て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 な お 、 ネ ジ 部 ５ ４ と ネ ジ 部 ４ ２ と の 噛 み 合 い に よ り 、 シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ が 押 出 さ れ
て く る 場 合 に は 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に 形 成 し た 凹 部 ５ ７ 及 び ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ に
形 成 し た 凹 部 ４ ３ に 溜 ま ら せ る こ と に よ り 、 凹 部 ５ ７ の 周 り の 外 周 面 ５ ２ ａ や 、 凹 部 ４ ３
の 周 り の 外 周 面 ４ ０ ａ に は 流 れ 出 な い よ う に し て い る 。 塗 布 す る シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ の
所 定 量 に 対 す る バ ラ ツ キ を 許 容 す る 容 量 を 確 保 し て 、 凹 部 ４ ３ 及 び 凹 部 ５ ７ を 形 成 し て い
る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 述 し た 、 第 １ 実 施 形 態 に よ れ ば 以 下 の 効 果 が 得 ら れ る 。
  （ １ ） ラ イ ト バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト ６ ０ が 、 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト ５ ０ を 構 成 す る レ ン ズ ホ
ル ダ ５ ２ に 放 熱 部 と し て の フ ィ ン ５ ３ を 形 成 し て い る 。 そ の た め 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ で 発
生 し た 熱 が ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ に 伝 熱 し 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ に 伝 熱 し た 熱
は 、 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト ５ ０ に 伝 熱 し て 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に 形 成 し た フ ィ ン ５ ３ に よ っ
て 熱 が 効 率 的 に 放 熱 さ れ る 。 よ っ て 、 ラ イ ト バ ル ブ 専 用 の 冷 却 用 フ ァ ン を 用 い る 従 来 に 対
し て 、 フ ァ ン を 用 い ず に ラ イ ト バ ル ブ ３ １ の 発 生 す る 熱 を 放 熱 さ せ 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ を
冷 却 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ れ に よ り 、 プ ロ ジ ェ ク タ １ の 小 型 化 が 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ ２ ） レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ と ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ と は 、 熱 伝 導 率 の 高 い 金 属 で あ る
ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で 形 成 さ れ 、 ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ は 、 熱 伝 導 率 の 高 い 金 属 で あ る マ グ ネ
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シ ウ ム 合 金 で 形 成 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ で 発 生 し た 熱 が 、 ラ イ ト バ ル ブ
枠 ３ ３ 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ 及 び レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に 伝 熱 し 易 く な り 、 放 熱 効 率 が
更 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 （ ３ ） レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ と ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ と の 接 続 部 で あ る ネ ジ 部 ５ ４ と ネ
ジ 部 ４ ２ と に 熱 伝 導 率 の 高 い 伝 熱 材 料 ７ ０ で あ る シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ を 介 在 さ せ て ネ ジ
締 め し て 固 定 し て い る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 ネ ジ 部 ５ ４ と ネ ジ 部 ４ ２ と の 噛 み 合 い に
よ り 生 じ る 断 熱 の 原 因 と な る わ ず か な 隙 間 （ 空 気 層 ） に 、 シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ を 充 填 す
る こ と が で き る た め 、 伝 熱 損 失 が 低 減 さ れ て 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ か ら レ ン ズ ホ ル
ダ ５ ２ に 伝 熱 す る 伝 熱 効 率 が 更 に 向 上 し 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ の 冷 却 効 率 が 更 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 （ ４ ） レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ と ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ と の 接 続 部 の 外 周 面 側 縁 部 に 凹 部
５ ７ 及 び 凹 部 ４ ３ を 有 し て い る 。 凹 部 ５ ７ ， ４ ３ は 、 塗 布 す る シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ の 所
定 量 に 対 す る バ ラ ツ キ を 許 容 す る 容 量 を 確 保 し て い る た め 、 ネ ジ 部 ５ ４ と ネ ジ 部 ４ ２ と の
噛 み 合 い に よ り 、 余 分 と な っ た シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ が 押 出 さ れ て く る 場 合 に 凹 部 ５ ７ ，
４ ３ に 溜 ま ら せ る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 凹 部 ５ ７ の 周 り の 外 周 面 ５ ２ ａ や 、 凹 部 ４
３ の 周 り の 外 周 面 ４ ０ ａ に は 流 れ 出 な い よ う に し て い る 。 よ っ て 、 シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １
が 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ ま た は ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の 外 周 面 に 漏 れ る こ と で 、 プ ロ ジ
ェ ク タ １ の 組 立 て 時 に 漏 れ た シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ が 回 路 部 の 回 路 基 板 な ど に 付 着 す る こ
と に よ り 発 生 す る 回 路 部 の 動 作 不 良 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
  次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ５ は 、 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と レ ン ズ ホ ル ダ と の 接 続 部 の 別 の 断
面 図 を 示 し 、 図 ５ （ ａ ） は 、 接 続 部 に 液 状 の 伝 熱 材 料 を 用 い た 図 で あ り 、 図 ５ （ ｂ ） は 、
液 状 で は な い 伝 熱 材 料 を 用 い た 図 で あ る 。 図 ５ を 用 い て 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ と レ
ン ズ ホ ル ダ ５ ２ と の 接 続 部 の 構 成 及 び 接 続 部 に 用 い ら れ る 伝 熱 材 料 ７ ０ を 説 明 す る 。 な お
、 図 ５ は 、 図 ２ ～ 図 ４ と 共 通 な 部 分 に は 、 共 通 の 番 号 を 付 記 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 １ 実 施 形 態 で は 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ と レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ と の 接 続 部 は 、 ネ ジ
部 ４ ２ と ネ ジ 部 ５ ４ と の ネ ジ 締 め に よ る 固 定 構 造 で あ る の に 対 し 、 第 ２ 実 施 形 態 は 、 引 掛
け 構 造 に よ る 構 造 を 採 用 し た 形 態 の 例 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ５ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 円 筒 形 状 を 成 す ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の 内 面 側 に 、 ９ ０
度 毎 に ４ 箇 所 、 ア ー ム 状 の フ ッ ク ４ ４ を 形 成 し て い る 。 フ ッ ク ４ ４ の 先 端 に は 断 面 レ の 字
状 の 引 掛 け 部 ４ ５ が そ れ ぞ れ 内 側 を 向 く よ う に 形 成 さ れ て い る 。 フ ッ ク ４ ４ 以 外 の ラ イ ト
バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の 側 壁 は 、 均 一 の 厚 さ の 壁 が 次 の フ ッ ク ４ ４ ま で つ な が る 形 状 で 形 成
さ れ て お り 、 伸 張 レ ン ズ ２ ０ か ら の 光 が ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の 外 周 か ら 漏 れ て ラ イ
ト バ ル ブ ３ １ に 外 乱 光 と し て 入 射 し な い よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ は 、 入 射 側 の 縁 部 の 外 周 面 に 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ に 形
成 し た フ ッ ク ４ ４ と 引 掛 け 固 定 を 行 う た め に 、 溝 部 ８ ０ が フ ッ ク ４ ４ に 対 応 す る 位 置 に ４
箇 所 形 成 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 フ ッ ク ４ ４ と 引 掛 け を 行 う 引 掛 け 受 け 部 ８ １ が 形 成 さ
れ る 。 引 掛 け 受 け 部 ８ １ に は 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の フ ッ ク ４ ４ に 形 成 す る 引 掛 け
部 ４ ５ を 案 内 す る よ う に テ ー パ ８ １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ は 、 溝
部 ８ ０ に 隣 接 さ せ て 、 周 り の 外 周 面 ５ ２ ａ に 対 し て 低 く な る 凹 部 ８ ２ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 述 し た ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ 及 び レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ を 用 い て 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ
ッ ト ３ ０ を 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト ５ ０ の 収 容 部 ５ ５ に 挿 入 し て 収 容 し 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ
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プ ４ ０ の フ ッ ク ４ ４ に 形 成 し た 引 掛 け 部 ４ ５ が 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ の 溝 部 ８ ０ に 形 成 さ れ
た 引 掛 け 受 け 部 ８ １ に テ ー パ ８ １ ａ に 沿 っ て 押 し 入 れ 引 掛 け る こ と で ラ イ ト バ ル ブ 投 写 ユ
ニ ッ ト ６ ０ が 組 立 て ら れ る 。 そ の 場 合 、 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト ３ ０ の ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３
の 上 面 ３ ３ ｃ に ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の 面 ４ ０ ｂ が 当 接 す る こ と に よ り 、 投 写 レ ン ズ
ユ ニ ッ ト ５ ０ に 対 し て ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト ３ ０ を 適 正 な 位 置 関 係 を 保 持 さ せ た 状 態 で 挟
み 込 み 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う な 構 造 に よ り 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ が 入 射 光 の 輻 射 熱 に よ り 発 生 す る 熱 は 、 第 １
実 施 形 態 と 同 様 に 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ に 伝 熱 さ れ 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ に
伝 熱 し た 熱 は 、 フ ッ ク ４ ４ を 伝 熱 し 、 引 掛 け 部 ４ ５ か ら レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ の 引 掛 け 受 け 部
８ １ に 伝 熱 さ れ 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に 伝 熱 し 、 フ ィ ン ５ ３ か ら 外 気 に 放 熱 さ れ る 。 こ の よ
う な 伝 熱 経 路 の サ イ ク ル が 繰 返 さ れ る こ と に よ り 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ が 発 生 す る 熱 は 伝 熱
さ れ 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ が 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 組 立 て 時 に は 、 引 掛 け 受 け 部 ８ １ の 面 部 ８ １ ｂ に 伝 熱 材 料 ７ ０ で あ る シ リ コ ン グ
リ ー ス ７ １ を 所 定 量 塗 布 す る 。 そ れ に よ り 、 引 掛 け 受 け 部 ８ １ に 引 掛 け 部 ４ ５ を 引 掛 け た
場 合 、 引 掛 け 受 け 部 ８ １ の 面 部 ８ １ ｂ と 引 掛 け 部 ４ ５ の 面 部 ４ ５ ａ と の 接 触 部 に 生 じ る 断
熱 の 原 因 と な る わ ず か な 隙 間 （ 空 気 層 ） に 、 シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ を 充 填 す る こ と が で き
る 。 よ っ て 、 伝 熱 損 失 が 低 減 さ れ て 、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ か ら レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に
伝 熱 す る 伝 熱 効 率 が 更 に 向 上 し 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ の 冷 却 効 率 が 更 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ を 用 い て 引 掛 け 受 け 部 ８ １ に 引 掛 け 部 ４ ５ を 引 掛 け た 場 合
、 余 分 な シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ が 溝 部 ８ ０ に 流 出 す る 。 ま た 、 流 出 し た シ リ コ ン グ リ ー ス
７ １ は 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に 形 成 し た 凹 部 ８ ２ に 最 終 的 に 溜 ま る こ と で 、 周 り の 外 周 面 ５
２ ａ に 漏 れ る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ５ （ ｂ ） に 示 す 構 造 は 、 図 ５ （ ａ ） で 説 明 し た フ ッ ク ４ ４ と 溝 部 ８ ０ と に よ り 、 引 掛
け 受 け 部 ８ １ に 引 掛 け 部 ４ ５ を 引 掛 け る 構 成 と 同 様 で あ る 。 異 な る 構 成 は 、 伝 熱 材 料 ７ ０
と し て 図 ５ （ ａ ） で は シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ を 用 い て い る が 、 図 ５ （ ｂ ） で は 、 伝 熱 材 料
７ ０ と し て 、 熱 伝 導 性 両 面 粘 着 テ ー プ ７ ２ を 用 い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 組 立 て 時 に 、 引 掛 け 受 け 部 ８ １ の 面 部 ８ １ ｂ に 熱 伝 導 性 両 面 粘 着 テ ー プ ７ ２ を 貼 付 け て
引 掛 け 部 ４ ５ を 引 掛 け る こ と に よ り 、 引 掛 け 部 ４ ５ の 面 部 ４ ５ ａ に も 熱 伝 導 性 両 面 粘 着 テ
ー プ ７ ２ が 貼 付 く こ と に な る 。 よ っ て 、 面 部 ８ １ ｂ と 面 部 ４ ５ ａ と の 接 触 部 に 生 じ る 断 熱
の 原 因 と な る わ ず か な 隙 間 （ 空 気 層 ） を 埋 め る こ と が で き る た め 、 伝 熱 損 失 が 低 減 さ れ て
、 ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ か ら レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に 伝 熱 す る 伝 熱 効 率 が 更 に 向 上 し 、 ラ
イ ト バ ル ブ ３ １ の 冷 却 効 率 が 更 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 上 述 し た 、 第 ２ 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 に お け る 効 果 （ １ ） ～ （ ４ ） が 同
様 に 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 の 変 更 や 改 良 な ど 加 え る こ と が
可 能 で あ る 。 変 形 例 を 以 下 に 述 べ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ 変 形 例 １ ） 前 記 実 施 形 態 に お い て 、 ラ イ ト バ ル ブ ３ １ 及 び レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ は 、 熱 伝
導 率 の 高 い 金 属 で あ る ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 で 形 成 さ れ 、 ラ イ ト バ ル ブ 枠 ３ ３ は 、 マ グ ネ シ ウ
ム 合 金 で 形 成 さ れ て い る 。 し か し 、 こ れ に 限 ら ず 、 熱 伝 導 率 の 高 い 銅 の 合 金 を 用 い る こ と
で も 良 い 。 加 工 性 や 品 質 信 頼 性 な ど を 勘 案 し て 、 高 熱 伝 導 性 材 料 の ア ル ミ ニ ウ ム 、 マ グ ネ
シ ウ ム 、 銅 な ど の 合 金 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
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　 （ 変 形 例 ２ ） 前 記 実 施 形 態 に お い て 、 伝 熱 材 料 ７ ０ と し て シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ や 熱 伝
導 性 両 面 粘 着 テ ー プ ７ ２ を 用 い て い る 。 し か し 、 こ れ に 限 ら ず 、 グ ラ フ ァ イ ト シ ー ト な ど
の 高 熱 伝 導 性 材 料 を 伝 熱 材 料 ７ ０ と し て 用 い る こ と が で き る 。 グ ラ フ ァ イ ト シ ー ト は 、 異
方 性 を 持 ち 、 面 方 向 （ 圧 延 方 向 ） の 熱 伝 導 率 は ６ ０ ０ ～ ８ ０ ０ Ｗ /（ ｍ ・ Ｋ ） 、 厚 さ 方 向
の 熱 伝 導 率 は １ ５ Ｗ /（ ｍ ・ Ｋ ） と い っ た も の が あ る 。 グ ラ フ ァ イ ト シ ー ト を 伝 熱 材 料 ７
０ と し て 用 い る 場 合 、 圧 延 方 向 の 伝 導 率 が 良 い た め 、 圧 延 方 向 を 折 り 畳 む こ と で 圧 延 方 向
の 面 に 伝 熱 部 を 接 触 さ せ る 構 造 に よ り 使 用 す る こ と で よ り 伝 熱 効 果 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ 変 形 例 ３ ） 前 記 実 施 形 態 に お い て 、 レ ン ズ ホ ル ダ ５ ２ に 凹 部 ５ ７ 及 び ラ イ ト バ ル ブ キ
ャ ッ プ ４ ０ に 凹 部 ４ ３ を 形 成 し て 、 接 続 部 で あ る ネ ジ 部 ５ ４ と ネ ジ 部 ４ ２ と の ネ ジ 閉 め に
よ り 、 余 分 と な っ た シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ を 溜 め て い る 。 し か し 、 凹 部 は 、 レ ン ズ ホ ル ダ
５ ２ 又 は ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ ４ ０ の 少 な く と も 一 方 の 部 材 に 設 け る こ と で 良 い 。 こ の 場
合 、 塗 布 す る シ リ コ ン グ リ ー ス ７ １ の 所 定 量 に 対 す る バ ラ ツ キ を 許 容 す る 容 量 を 確 保 し て
、 凹 部 を 設 定 す る こ と が 重 要 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る プ ロ ジ ェ ク タ の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 プ ロ ジ ェ ク タ の 光 学 投 写 ユ ニ ッ ト の 概 略 構 成 図 及 び ラ イ ト バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト の
断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト を 示 す 図 で あ り 、 図 ３ （ ａ ） は 、 平 面 図 で あ り 、 図 ３ （ ｂ
） は 、 図 ３ （ ａ ） の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ に 示 す Ｂ 部 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ と レ ン ズ ホ ル ダ と の 接 続 部 の
別 の 断 面 図 を 示 し 、 図 ５ （ ａ ） は 、 接 続 部 に 液 状 の 伝 熱 材 料 を 用 い た 図 で あ り 、 図 ５ （ ｂ
） は 、 液 状 で は な い 伝 熱 材 料 を 用 い た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 １ … プ ロ ジ ェ ク タ 、 ２ … 操 作 部 、 ３ … 報 音 穴 、 ４ … Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 部 、 ５ … 排 気 口 、 ６ … リ
モ コ ン 受 光 部 、 ７ … 吸 気 口 、 ８ … 足 、 １ ０ … ラ ン プ 、 １ １ … Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 、 １ ２ … コ リ メ ー
タ レ ン ズ 、 ２ ０ … 伸 張 レ ン ズ 、 ３ ０ … ラ イ ト バ ル ブ ユ ニ ッ ト 、 ３ １ … ラ イ ト バ ル ブ 、 ３ １
ａ … 液 晶 パ ネ ル 、 ３ １ ｂ … 入 射 偏 光 板 、 ３ １ ｃ … 出 射 偏 光 板 、 ３ ２ … ラ イ ト バ ル ブ コ ネ ク
タ 、 ３ ３ … ラ イ ト バ ル ブ 枠 、 ３ ３ ａ … 入 射 用 孔 、 ３ ３ ｂ … ラ イ ト バ ル ブ 案 内 溝 、 ３ ４ ａ ～
３ ４ ｄ … 切 欠 部 、 ３ ６ … ラ イ ト バ ル ブ カ バ ー 、 ３ ６ ａ … 出 射 用 孔 、 ３ ７ ａ ～ ３ ７ ｄ … フ ッ
ク 、 ３ ８ ａ ～ ３ ８ ｄ … 引 掛 け 部 、 ４ ０ … ラ イ ト バ ル ブ キ ャ ッ プ 、 ４ １ … 孔 、 ４ ２ … ネ ジ 部
、 ４ ３ ， ５ ７ … 凹 部 、 ４ ４ … フ ッ ク 、 ４ ５ … 引 掛 け 部 、 ５ ０ … 投 写 レ ン ズ ユ ニ ッ ト 、 ５ １
… 投 写 レ ン ズ 、 ５ ２ … レ ン ズ ホ ル ダ 、 ５ ３ … フ ィ ン 、 ５ ４ … ネ ジ 部 、 ５ ５ … 収 容 部 、 ５ ６
… 孔 、 ５ ８ … 保 持 溝 、 ６ ０ … ラ イ ト バ ル ブ 投 写 ユ ニ ッ ト 、 ７ ０ … 伝 熱 材 料 、 ７ １ … シ リ コ
ン グ リ ー ス 、 ７ ２ … 熱 伝 導 性 両 面 粘 着 テ ー プ 、 ８ ０ … 溝 部 、 ８ １ … 引 掛 け 受 け 部 、 ８ ２ …
凹 部 、 １ ０ ０ … 光 学 投 写 ユ ニ ッ ト 、 １ ０ １ … ホ ル ダ ー 、 １ ０ ２ … フ ィ ン 、 １ ０ ３ … ラ ン プ
冷 却 用 フ ァ ン 、 １ ０ ４ … 固 定 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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